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（「秋山光春日記結要」より作成）
一　216　一
表6　文化年間支配人以下手当（1か年）（「旧書集招」巻8より作成）
支配人　　100貫文
手代　　　65貫文
6石　　　25貫文
　　　　∫山廻・鎖方役3石6斗
　　　　山廻
　　　　山廻
　　　　釦方・帳元
　　　　売場・米方
　　　　炭木方役
　　　　家勢手伝役
／米方・帳元・売場役7貫文〆
8貫文〉．
7貫文
600本　240貫目
480本　180貫目
小使役　　12貫文　　　　3石
宮仕　　　7貫200文　　1石8斗
宮仕無給　　　　　　　　1石8斗
合力宮仕　1貫文　　　　6石
?????
?????
　　　　　　註　手代、下役、手伝役の合力は、それぞれが担う役によって異なる。
支給されていたが、手当は金ぼかりではなく銭、扶持米、焼木、炭であり、現物支給の割合が高くな
っている。
　次に、手代頭以下の役人を簡単に触れておこう。
　享保10年の場合、手代頭の下には手代がいた。そして表5にあるように様々な役を分担していた。
　また、手代の下には、下役、手伝小役、小遣、小遣小役、宮仕小遣等がいた84）。
　手代以下は、延享年間は整備されていなかったが、文化年間になると整備される。表6であるが、
支配人以下手代、下役、手伝役、小使役、宮仕、宮仕無給、合力宮仕がいたことがわかる。そして、
その手当も細かく規定されていた。
　またこれ以降であるが、銅山役列として、下代、支配人、主役、御直山方、重手代、重手代並、手
代手伝役、小使、本給無、同扶持付、隠居形諸役手付等の役職があった85）。
　この他小沢検使等の小役人がいるが、今回は省略する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　び
　銅役人の職制について3つの階層から述べてきた。1．奉行職では、銅役人は、一騎相当で、惣山
奉行または惣山奉行兼帯職であったこと、2．下代では惣山奉行下代の職制を述べ、①惣山奉行兼帯
職支配下②手代頭、支配人支配③足軽的身分④手当5人扶持給銀7枚⑤惣山奉行下代の世襲⑥手代頭
となる可能性⑦久保田在住等、3．手代頭、支配人以下の職制ではその役職と手当について、それぞ
れ述べた。
　最後に3つの階層の役割分担について述べる。つまり、それぞれの階層が銅をめぐってどの様な働
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一2・17一
き、活動をしていたのかを述べ、まとめたい86）。ただし、この銅役人の活動については稿を改めて詳
しく述べたいので、簡単に述べることとする。また、時期は宝暦5年に再設置された本方奉行の時期
とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ny
　本方奉行は、秋田、江戸、上方に置かれていた。江戸では、幕府の老中、勘定奉行、長崎奉行と主
に長崎御用銅の交渉を行った。大坂では銅座との交渉、銅問屋、銅吹屋との関係があげられる。秋田
では銅関係の評議を同役や家老と行い、御山師に銅山へ下銀させ、手代頭、支配人、御山師の任免等
を行い、銅山で改革が行われると廻山した。
　惣山奉行下代は、本方奉行の決定事項（例えぽ支配人の任免等）を取次ぎ、支配人に伝えた。ま
た、支配人の願い、報告等も取次ぎ本方奉行に伝えた。さらに阿仁銅山の手代頭となり、銅の生産を
直接指揮することもあった。この様に、鉱山と本方奉行の仲立ちをしていたのである。
　手代頭、支配人以下は、手代頭指揮下直接山で銅の生産に関わった。
　この様に、3つの階層の役人が銅の生産から売買までそれぞれの役割をはたし、この役人によって
秋田藩は銅を支配したのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔註〕
1）　佐々木潤之介氏「近世産銅政策についての一考察」（史学雑誌66－11、67－1）、同氏「秋田県史」（銅山の部
　分）、石川博資氏『日本産金史』、渡部紘一氏「近世米代川舟運と南部領銅の廻銅」（秋田県立博物館研究報
　告11号）、荻慎一郎氏「近世における院内銀山の金生産」（地方史研究211号）、同氏「近世後期における金山
　の生産工程と住民構成」（秋大史学33号）等。なお、秋田の鉱山については、小葉田淳氏、佐々木潤之介氏、
　山口啓二氏、荻慎一郎氏等の著名な研究がある。
2）　「秋田県史」第2巻近世編上p．140．
3）　「石井忠運日記」〔→p．331．
4）　「秋藩分限帳」（国立史料館蔵）。
5）　本方奉行の職制に触れたものは少なく、大正版「秋田縣史」、昭和版「秋田県史」ぐらいである。
6）　なお、「秋田県史」資料編では、寛文6年になっているが、「秋藩紀年」では寛文3年になっている。「秋
　田県史」では、寛文3年の方を説っているので、わたしも「秋藩紀年」通り、寛文3年とする。
7）　「梅津忠宴日記」（抄）延宝4年2月27日（秋田県立図書館蔵）。
8）　「秋田県史」第2巻　近世編上p．145．
9）　7）と同じ。
10）11）　「多賀谷隆家日記抄」（秋田県立図書館蔵）。）））））））））））??????「秋田県史」資料　近世編上p．155．
「秋藩紀年」。
「秋田県史」資料近世編上p，162．
「秋田県史」資料近世編上pp．162－63．
『国典類抄』（嘉部二）pp．261－62．
②の始めよりここまで「鉱夫雑談」巻一（秋田県立博物館蔵）参照。
7）と同じ。
「梅津忠宴日記」延宝3年12月16日。
『国典類抄』（嘉部二）pp．259－260．
『国典類抄』（嘉部二）p．260．
『国典類抄』（嘉部二）pp．261－262．
一218一
23）　「享保十年十月秋田郡阿仁銅山次第聞書」（秋田県立図書館蔵）「元禄十四巳年十一月御会所被立置候以後
　御勘定奉行兼役二而勤候惣山奉行被相止、御家老之内梅津半右衛門殿惣山方支配被　仰付、御本方奉行之内
　清水忠兵衛、村山九左衛門、副役之内武石安左衛門山方兼相勤候節、（後略）」。
24）25）　「秋田県史」資料近世編上pp．162－163．
26）　「御日記書抜」（5）貞享四年九月十五日「一、梅津儀本方役人一人二而難相勤之旨依申立、向後月番之老中
　段々可相勤之旨被仰渡之」。）））））））））））））））））））））???????????『国典類抄』（嘉部二）p．647．
同上p．648．
同上pp．261－262．
『国典類抄』（嘉部二）PP．270－271等。
『国典類抄』（嘉部二）pp．285以降。
同上p．288．
同上P．292．
『国典類抄』（嘉部二）pp．315－316，
「享保年中記録」（秋田県立図書館蔵）。
同上（享保十六年九月）。
『国典類抄』（嘉部四）p．711．
「石井忠運日記」（歴史図書社）。
筆者修土論文「秋田藩銅役人の研究」より。
22）23）参照。
「旧書集招」目録（秋田県立博物館蔵）。
「秋山光春日記結要」（同館蔵）等。
「御廻銅高調」（秋田大学付属図書館蔵）。
「阿仁銅山次第聞書」（秋田県立図書館蔵）。
「石井忠運日記」。
以上「秋田縣史」、『国典類抄』（嘉部五）pp．564－577、「鉱夫雑談」（秋田県立博物館蔵）より。
「院内銀山記」諸役人衆新参の事（内閣文庫本）「（前略）次に梅津主馬・川井嘉兵衛六ケ年の政務執行に
　去る程に、下タ代なくては叶ふましと諸浪人の中より器量有るものを撰み出しぬ義に、先ツ壱番に備前の国
　の先方にて浮田中納言殿の臣に田太市右衛門、弐番に越前佐藤善左衛門、三番に中村舎人なり、（後略）」。
48）　「院内銀山記」。
49）　「秋山光春日記結要」「（前略）正徳二辰十一月於山元二病死、頭手代無之二付惣山奉行下代の内安東幸左
　衛門同十二月仮二被指越（後略）」。
50）　同上　「（前略）北国屋者弐拾七八ケ年之間小沢方稼候由事二候、銅箇二而調之儀老水無村於番所二調被仰
　付運上被召上候、此調方安東幸左衛門祖父土佐と申候由、元来秋田銀山之人にて銀山二居候所、右調役人二
　被仰付候而（後略）」。
51）　1．奉行職の職制参照。
52）　『旧書集据』目録「御勘定所御日記之内」「享保十乙巳八月四日評定所江帯刀出席小野岡形部右衛門・大
　山又右衛門を以此度御改二付只今迄御本方奉行支配致候者直々御勘定奉行支配二被仰付候段其外諸役江申渡
　候次第左之通、一、惣山奉行之事、此度兼役被仰付候、依是阿仁銅山御検使、同所御米蔵役、荷上場御番
　人、大葛金山江被附置候支配御目附等役支配被仰付候、其外銅山御山師、惣山奉行下代等可被致支配候、惣
　而山中致方相改候筋茂可有之候間、先々一両入茂銅山江参候而致吟味候様被仰出候事、（後略）」。
53）　「秋山光春日記」。
54）　『旧書集招』目録　「安永二年本方奉行分限帳」「一、吟味役、一、謬馬役、一、大木屋役、一、謡馬代銀
　請取役、一、林取立役、一、御大工頭役、一、御染物師、一、御大工井横手角館御大工共、一、御壁塗、
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一、御塗師、一、御船頭、一、御畳刺、一、惣山奉行下代、一、御升取、一、御萱手、一、惣御蔵守、一、
御金掛、一、御雑用所手代、一、同所小遣、一、大木屋定抱人足、一、阿仁銅山炭木山守、一、同所銀山御
蔵御升取、一、同所当番。）））））））））））55
T6
T7
T8
T9
U0
U1
U2
U3??
「秋田沿革史大成」（加賀谷書店）。
「鉱夫雑談」、以上奉行職の職制の変遷は1を参照。
「秋藩分限帳」（国立史料館）等。
（銅山覚）（秋田県立博物館蔵）。
「秋山光春日記結要」（秋田県立博物館蔵）。
「阿仁銅山次第聞書」（秋田県立図書館蔵）。
『旧書集招』目録。
「秋田沿革史大成」。
「院内銀山記」。
荻慎一郎氏「近世院内銀山の金生産」（地方史研究211号）。
「銅山方留書」「（前略）但右伝兵衛儀ハ近年迄阿仁御手代頭相勤候へとも老年二付当時隠居致相在候、同
　人子共杉原専右衛門当時阿仁へ御用有之罷越候、」。
66）　「石井忠運日記」（3）p．139．
67）　『旧書集招』「宝永四年　院内銀山御近山御普請千枚南沢四百まへ右三ケ処件数下り料書上帳」端書　兵
　助写「右書付明和五年子七月中山崎弥平次院内銀山へ金沢典膳殿御登山之節親専右衛門共同道二而当山二お
　いて写取書付候也、（後略）」。
68）69）　58）と同じ。
70）
71）
72）
73）
「秋山光春日記結要」。
『旧書集招』巻五等。
「秋山光春日記」元文2年　元文4年　寛保元年。
「秋山光春日記」延享2年8月24日。一、「惣山奉行下代杉原伝兵衛小沢御手代頭北村茂助同役申渡候、
　（後略）」。
74）　「秋田鉱山諸銅鉛万覚書」（秋田県立図書館蔵）。
75）　「八森銀山留書」（秋田県立博物館蔵）、「石井忠運日記」p，139．
76）　例えば杉原伝兵衛は、延享2年より阿仁銅山手代頭兼惣山奉行下代であったが、明和元年に手代頭を辞し
　て隠居しても惣山奉行下代であった。
77）　「秋山光春日記」元文四年等参照。
　　元文4年は、惣山奉行下代の安東与次兵衛は銀10枚、惣山奉行下代でない山口太次右衛門は、銀5枚であ
　　った。
78）　「秋山光春日記」元文2年8月29日「一、惣山奉行下代杉原伝兵衛去ル廿七目久保田出立昨晩麻生村二泊
　　リ候由、暮時以前着之醐野合にて逢可申候、右者相葉一取沢大湯沢所々銅山二見分可為致、殊ニハ伝兵衛銅
　山方ハ馴不申候故、当山之様子見分可為致、且去年以来脇四ケ山ハ買方二成候故下代召連候義先例茂在之候
　　二付、勇出立前申付候故参申候、」。
79）　「秋山光春日記結要」延享2年8月「同廿五日　一、杉原伝兵衛昨日吟味役を以申渡候節至極及辞退候、
　尤可相勤旨申含候、且書付を以申出候ハ、妻子引越候様二被仰付候得共、当分思慮も有之唯今迄之通久保田
　　二差置度候、私者小沢御台所之内二差置被下度由申越、今般中も尤二被聞届願之通申渡候、（後略）」。
80）　「天財録」（秋田県立博物館蔵）裏書。
81）　『旧書集括』巻八。
82）　『国典類抄』（雑部二）。
83）84）　「秋山光春日記結要」。
85）　「秋藩分限帳」。
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86）筆者修士論文より。
　　（本論文は、筆者修士論文「秋田藩銅役人の研究」の第2章、第5章第1節を中心に修正加筆したもので
す）。
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